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全労連共済
青 森 支 部

ひだまり
ユニオン

普及活動をと意見相次ぐ

町公民館で結成大会

▶
中
弘
南
黒
地
区

▶
下
北
地
区

▶
三
八
地
区

▶
上
十
三
地
区

▶
西
北
五
地
区

▼
４
月
19
日
、
単
組
の
集
会
が

仙
台
で
あ
る
た
め
、
同
じ
分
会

の
相
棒
と
青
森
イ
ン
タ
ー
で
待

ち
合
わ
せ
を
し
た
ら
、
黒
石
ま

で
一
般
道
を
行
く
羽
目
に
。
４

月
も
中
旬
だ
と
い
う
の
に
、
積

雪
だ
。
▼
で
も
、
桜
は
も
う
じ

き
。「
３
・
11
」
以
前
は
、
春

の
香
り
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
探
し
、

タ
ラ
の
芽
や
蕗
、
ア
ザ
ミ
、
筍

を
求
め
て
近
郊
の
い
つ
も
の
場

所
を
散
策
し
た
も
の
だ
。
あ
の

時
か
ら
何
か
が
変
わ
っ
た
。
い

や
、
変
わ
っ
た
の
は
も
っ
と
以

前
か
ら
か
。
▼
派
遣
法
が
で
き
、

働
き
方
の
選
択
は
経
営
者
が
握

る
よ
う
に
な
っ
た
。
消
費
税
が

導
入
さ
れ
、
税
負
担
の
仕
組
み

も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
富
め
る

者
は
豊
か
に
、
持
た
な
い
者
は

日
々
の
生
活
に
汲
々
と
す
る
世

の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
過

去
形
で
は
な
い
。
今
な
お
階
級

間
の
壁
を
高
く
々
聳
え
さ
せ
、

マ
ス
コ
ミ
や
あ
ら
ゆ
る
手
を
使

い
、
一
部
の
も
の
が
安
泰
に
暮

ら
せ
る
土
台
を
つ
く
ろ
う
と
躍

起
で
あ
る
。
▼
憲
法
・
核
燃
・

原
発
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
オ
ス
プ
レ

イ
・
消
費
税
。
上
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
の
は
、
彼
ら
の
欲
望
は

際
限
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
戦

前
も
こ
う
い
う
状
況
だ
っ
た
の

か
。
我
々
の
周
り
で
は
多
く
の

人
達
が
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
に

苦
し
ん
で
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
が

広
告
収
入
の
た
め
に
権
力
者
側

に
い
る
以
上
、
草
の
根
で
知
ら

せ
る
し
か
な
い
。「
貴
方
の
せ

い
で
は
な
い
。
思
い
を
声
に
し

よ
う
」
と
。
▼
選
挙
に
ネ
ッ
ト

が
解
禁
に
な
っ
た
。
貴
方
の
一

言
が
変
え
て
い
く
。　
　
（
立
）

組
織
拡
大
、財
政
強
化
の
力
に

県
内
６
ヵ
所
で
実
施
、一
〇
〇
〇
名
参
加

労
働
相
談
き
っ
か
け
に

　

県
中
央
集
会
は
、青
い
森
公

園
を
会
場
に
開
催
。肌
寒
い
曇

り
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
400
名
が

参
加
し
ま
し
た
。歌
声
、和
太
鼓

演
奏
で
、華
や
か
に
開
幕
。県
民

医
連
野
村
事
務
局
長
が
開
会
を

宣
言
。議
長
団
を
選
出
し
、式
典

に
移
り
ま
し
た
。

　

県
中
央
集
会
実
行
委
員
長
の

奥
村
県
労
連
議
長
は
、主
催
者

挨
拶
の
中
で
①
総
選
挙
の
結
果

と
今
の
情
勢
を
ど
う
見
る
か
②

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
正
体
③
改
憲

の
動
き
ー
の
３
点
に
言
及
。国

民
生
活
向
上
と
政
治
変
革
の
運

動
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

　

発
祥
の
伝
統
を
守
り
、
５
月
１
日
に
第
84
回
メ
ー
デ
ー
集
会
・

デ
モ
を
県
内
６
カ
所
で
実
施
。
県
中
央
集
会
の
400
名
を
始
め
、
県

全
体
で
一
千
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
旗
、
の
ぼ
り
、
横
断
幕
、
ゼ

ッ
ケ
ン
な
ど
闘
う
姿
勢
を
鮮
明
に
、
意
気
高
く
行
動
し
ま
し
た
。

学
習
交
流
集
会
開
く

深
浦
町
に
分
会
誕
生

　

４
月
14
日
、
約
20
名
が
参
加

し
、県
労
連
会
館
会
議
室
で「
全

労
連
共
済
青
森
支
部
学
習
交
流

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
高
地
守
男
全
労
連
共
済

常
務
理
事
。
全
労
連
共
済
の
意

義
と
拡
大
運
動
の
重
要
性
、
実

務
Ｑ
＆
Ａ
が
内
容
。

　

運
営
委
員
長
の
奥

村
県
労
連
議
長
は
、

掛
け
金
の
安
い
全
労

連
共
済
の
普
及
運
動

は
賃
上
げ
闘
争
と
言

え
る
重
要
な
運
動
だ

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

高
地
氏
は
、
全
労

連
・
地
方
労
連
の
組

織
拡
大
や
財
政
強
化

に
大
き
く
役
立
つ
こ

と
を
全
国
の
経
験
、

還
元
金
の
内
訳
な
ど
を
例
に
詳

し
く
説
明
。
組
織
加
入
の
他
に

生
命
・
医
療
、
火
災
、
自
動
車

　

労
働
相
談
が
発
端
で
深
浦
町

に
４
月
17
日
、
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ

オ
ン
「
渋
谷
新
聞
店
分
会
」（
岩

根
聡
分
会
長
）
が
誕
生
し
ま
し

た
。
雇
用
契
約
書
、
給
料
明
細

書
も
な
く
、
何
十
年
間
も
賃
金

据
え
置
き
、
配
達
用
車
両
、
業

県中央メーデーのデモ行進

会場＝駅前広場 日時＝3月10日12時30分～
「３・11」青森集会を成功させよう！

務
中
の
怪
我
も
自
分
持
ち
な
ど

法
違
反
や
超
劣
悪
な
待
遇
の
改

善
を
求
め
結
成
し
ま
し
た
。

　

相
談
を
寄
せ
た
岩
根
さ
ん
の

呼
び
か
け
に
従
業
員
の
多
く
が

賛
同
。
結
成
大
会
に
は
県
労
連

や
、
ひ
だ
ま
り
ユ
ニ
オ
ン
、
西

北
五
地
区
労
連
の
役
員
ら
６
名

が
激
励
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

結
成
直
後
に
結
成
通
知
書
、

要
求
書
、
団
交
申
し
入
れ
書
を

店
主
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

来
賓
紹
介
と
連
帯
挨
拶
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、
集
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
宣
言
案
採
択
に
続

き
、デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
披
露

と
表
彰
へ
。７
団
体
か
ら
エ
ン

ト
リ
ー
。一
段
と
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。審
査
の
結
果
、高
教
組

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

デ
モ
行
進
で
は
、憲
法
を
守

れ
、戦
争
い
や
だ
、原
発
・
核
燃

や
め
ろ
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、賃
金
と

雇
用
を
守
れ
ー
な
ど
力
強
い

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

中
弘
南
黒
地
区
330
名
、三
八

地
区
160
名
、下
北
地
区
20
名
、

上
十
三
地
区
30
名
、西
北
五
地

区
60
名
な
ど
、
県
全
体
で
は

一
〇
〇
〇
名
が
メ
ー
デ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。

共
済
な
ど
の
個
人
加
入
を
普
及

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま

し
た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、
全
労
連
共

済
の
存
在
や
内
容
、
保
険
料
の

安
さ
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
県
労
連
新
聞
な
ど
で
の
宣

伝
が
重
要
だ
な
ど
積
極
的
な
意

見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

伝
統
守
り
第
84
回
メ
ー
デ
ー
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第270回
まちがい
さがし

解りやすいと好評でした

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
強
め
よ
う
！

労働相談ホットライン

今
年
度
改
訂
に
向
け
行
動

▶
シ
ー
ル
投
票
に
次
ぎ
次
ぎ

●
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
送
っ
て
下

さ
い
。
余
白
に
職
場
の
様
子

や
最
近
の
出
来
事
な
ど
を
ぜ

ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ

レ
ン
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
６
月
15
日

●
発
表
＝
７
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
ー

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若
宮

１
６
５
ー
１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。「
第
270

回
ま
ち
が
い
さ
が
し
」
係
ま
で
。

　

第
268
回
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》

①
右
側
の
花

②
笛
吹
き
の
烏
帽
子

③
女
雛
の
髪
飾
り

④
ば
ち
を
持
つ
人
の
足

⑤
男
雛
の
ひ
も

⑥
左
端
の
人
の
着
物

⑦
ひ
し
餅

《
当
選
者
》

18
通
の
応
募
で
17
通
正
解
で

　
臨
時
教
職
員
の

任
用
１
日
空
白
問
題
を
何
と
か

し
た
い
。
今
年
も
組
合
に
継
続

加
入
し
ま
し
た
。（
松
島
恵
美

子
・
高
教
組
）

　
明
日
は
新
採
用
者
へ
の

組
合
説
明
会
。
た
く
さ
ん
加
入

し
て
仲
間
が
増
え
れ
ば
い
い
な

ー
。（
医
労
連
・
小
山
内
文
敏
）

　
猛
吹
雪
の
中
の

デ
モ
行
進
、
ご
苦
労
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
悪
政
に
立
ち
向
か
い

ま
し
ょ
う
。（
村
田
洋
子
・
年

金
者
組
合
）

　
少
し
ず
つ
�
春
ら
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。（
起
田

富
子
・
年
金
者
組
合
）

　
春
よ
来
い
�
早
く
来
い
�

も
う
す
ぐ
春
で
す
よ
。（
中
村

龍
平
・
建
交
労
）

　
ま
ち
が
い
さ
が
し
は

私
の
担
当
。
い
つ
も
最
後
の
ひ

と
つ
が
な
か
な
か
‥
‥
。（
長

内
幸
子
・
建
交
労
家
族
）

　
冬
の
雪
片
づ
け
の

疲
れ
が
出
て
、
休
み
の
日
は
ご

ろ
寝
し
て
い
ま
す
。（
石
塚
功
・

年
金
者
組
合
）

　
看
護
婦
さ
ん

あ
り
が
と
う
。
無
事
退
院
し
ま

し
た
。
我
が
家
は
最
高
で
す
。

（
成
田
初
江
・
年
金
者
組
合
）

　
ま
ち
が
い
さ
が
し
は

最
後
の
７
つ
目
の
発
見
に
苦
労

し
ま
し
た
。
喜
び
は
ひ
と
し
お

で
す
。（
岡
本
猛
・
年
金
者
組
合
）

　
賃
金
削
減
反
対
！

（
高
橋
昭
一
・
自
治
労
連
）

　
今
�
こ
の
国
の
大
企
業
は

「
追
い
出
し
部
屋
」
を
使
い
、

仲
間
を
追
い
つ
め
て
い
る
。
こ

れ
は
、
旧
国
鉄
の
「
人
活
セ
ン

タ
ー
」
と
同
じ
だ
。
万
国
の
労

働
者
、団
結
せ
よ
！
（
長
内
一
・

建
交
労
）

　
雪
が
消
え
た
ら

今
度
は
花
粉
症
で
涙
を
流
し
て

い
ま
す
。（
今
晴
美
・
ひ
だ
ま

り
ユ
ニ
オ
ン
）

　
春
休
み
の

学
生
さ
ん
が
結
構
、
署
名
し
て

く
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。（
細

川
弘
彦
・
年
金
者
組
合
）

　
先
輩
が
定
年
で

去
っ
て
い
く
。
順
番
が
近
づ
い

て
い
る
よ
〜
。（
仁
和
美
保
子
・

県
教
組
）

　

＝
訂
正
と
お
詫
び
＝

　

前
号
の
機
関
紙
第
271
号
１
面

見
出
し
「
県
医
労
連
」
の
記
事

中
、
11
行
目
「
就
業
時
ス
ト
」

の
表
記
を
「
終
業
前
ス
ト
」
に

訂
正
の
う
え
、
お
詫
び
を
致
し

ま
す
。

労
働
契
約
法
、
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法   

積
極
面
の

　
活 

用 

を

最
賃
大
幅
引
き
上
げ

　

労
働
契
約
法
の
主

な
改
正
内
容
は
①
有

期
契
約
が
満
５
年
を

超
え
た
場
合
、申
し

出
れ
ば
無
期
雇
用
に

転
換
②
合
理
的
理
由

が
な
け
れ
ば
、原
則

雇
い
止
め
無
効
③
無

期
雇
用
者
と
の
待
遇

均
衡
ー
な
ど
。問
題

は
①
の
満
５
年
の
法

的
効
力
は
、施
行
日

起
算
で
５
年
先
③
の
待
遇
は
、

均
等
で
は
な
く
均
衡
と
い
う
あ

い
ま
い
さ
で
す
。

　

企
業
側
は
早
速
、全
国
的
に

５
年
未
満
で
雇
い
止
め
を
す
る

動
き
。県
労
連
の
労
働
相
談
へ

の
質
問
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
、

雇
用
形
態
を
問
わ
ず
満
65
歳
ま

で
の
雇
用
を
義
務
化
。大
き
な

障
害
は
勤
務
形
態
と
賃
金
。雇

用
安
定
法
の
精
神
を
守
ら
せ
る

対
応
が
重
要
で
す
。既
に
、ひ
だ

ま
り
ユ
ニ
オ
ン
は
、法
の
積
極

面
を
活
用
し
、今
春
闘
で
一
定

の
要
求
前
進
を
実
現
し
て
い
ま

す
。

　

安
倍
内
閣
が
更
な
る
労
働
法

「改正」法
4 月 施 行

　

労
働
契
約
法
と
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の｢

改
正
」
が
、
と

も
に
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
抜
け
道
が
多
く
、
企
業

側
の
悪
用
の
動
き
も
急
で
雇
用
安
定
に
結
び
つ
く
か
は
疑
問
で
す

が
、
積
極
面
の
活
用
が
重
要
で
す
。
４
月
５
日
の
「
労
働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
契
機
に
質
問
や
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

制
の
改
悪
を
狙
う
中
、雇
用
を

守
る
県
労
連
の
奮
闘
が
益
々
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詐
欺
師

的
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
定
締

結
に
突
き

進
む
自
公

政
権
。
絶

対
阻
止
の

運
動
が
急

務
で
す
。

　

４
月
14

日
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
反
対
青

森
県
実
行

委
員
会
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
医
療
」

と
題
し
、
県
保
険
医
協
会
々

長
・
大
竹
進
氏
を
講
師
に
迎
え

て
「
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
」
を
会

場
に
、
学
習
講
演
会
を
開
催
。

会
場
を
ほ
ぼ
満
席
の
88
名
の

参
加
者
は
、
氏
の
講
演
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

氏
は
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
詳

し
く
説
明
。
貪
欲
な
金
儲

け
、
生
命
・
安
全
・
環
境
無

視
、
戦
争
大
好
き
、
嘘
・
裏

切
り
平
気
人
間
た
ち
の
大
悪

業
。
農
業
や
医
療
だ
け
で
は

な
く
、
国
の
構
造
を
根
底
か

～真実伝え絶対阻止を～

【
お
知
ら
せ
】

■
青
森
生
存
権
裁
判
を
支
援
す

る
会
総
会
＝
５
月
25
日
13
時
30

分
〜
、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り

■
国
民
平
和
行
進
青
森
引
き
継

ぎ
集
会
＝
６
月
２
日
11
時
〜
、

青
森
市
平
和
公
園

■
秘
密
保
全
法
学
習
講
演
会
＝

６
月
１
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
、

青
森
市
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
、
講

師
‥
泉
澤
章
弁
護
士
（
自
由
法

曹
団
事
務
局
長
、
青
森
市
出
身

46
歳
、
青
森
南
高
校
卒
、
人
権

弁
護
士
と
し
て
活
躍
）

ら
変
え
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

し
た
他
国
に
、
国
民
生
活
に
関

わ
る
す
べ
て
の
市
場
シ
ス
テ
ム

を
全
面
的
に
明
け
渡
す
も
の
だ

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
明
快
で
解
り
や
す
く

「
や
は
り
、
そ
う
な
の
か
」
と

胸
に
ス
ト
ン
と
落
ち
る
、
今
後

の
運
動
に
大
き
く
役
立
つ
内
容

で
し
た
。
実
行
委
員
会
の
今
代

表
（
県
労
連
副
議
長
）
は
、「
真

相
は
、
ほ
と
ん
ど
国
民
に
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
態
。
今

後
と
も
街
頭
宣
伝
な
ど
で
、
真

実
を
広
く
訴
え
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

し
た
。
当
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

成
田
初
江
（
年
金

者
組
合
）

原
節
子
（
年
金
者

組
合
）

小
山
内
文
敏
（
県

医
労
連
）

柳
谷
道
弘
（
県
国

公
）

　

４
月
21
日
の
昼
、
青
森
市
内

繁
華
街
で
県
労
連
と
パ
ー
ト
・

臨
時
労
組
連
絡
会
は
、
最
賃
大

幅
引
き
上
げ
を
求
め
、
街
宣
・

署
名
・
シ
ー
ル
投
票
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
同
じ
日
、
弘
前
で

も
同
様
の
行
動
を
実
施
。

　

市
民
か
ら
強
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
、
地
元
紙
３
社
も
報
道
し

ま
し
た
。
青
森
県
の
最
賃
は
時

給
654
円
。
首
都
圏
と
生
活
費
は

大
差
が
な
い
の
に
、
最
高
の
東

京
850
円
と
の
差
は
年
々
開
く
ば

か
り
。
全
国
一
律
最
賃
の
正
当

性
は
歴
然
で
す
。

　

09
年
政
労
使
合
意
の
「
早
期

に
800
円
、
20
年
ま
で
千
円
」
の

実
現
は
急
務
。
街
宣
の
継
続
、

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
動
も
。
毎
年
恒
例
の
座
り
込

み
は
、
７
月
23
日
に
青
森
駅
前

公
園
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

ＴＰＰと医療を学習


